
専門基礎分野【医学系科目】 

授 業 科 目 名 病態治療学総論 担 当 教 員 名 川口 哲郎 

期 間 後期 １ ２ ３ ４ 

単位数・時間 １単位・３０時間 ●    

授 業 形 態 講義 

履 修 学 年

●－必修・○－選択 

授 業 の 概 要 

学 習 目 標 

〔授業の概要〕 

1) 疾病の成り立ちと回復の促進における総論的事項を学ぶ。 

2) 主な疾患の症状・徴候の原因と病態生理を解説する。 

 

〔学 習 目 標〕 

看護の基礎となる、各疾患の病理、診断、および治療の総論的なことを理解す

る。医学用語を正しく理解する。 

授  業  回  数 授  業  の  内  容 

第 １ 回 

第 ２ 回 

第 ３ 回 

第 ４ 回 

第 ５ 回 

第 ６ 回 

第 ７ 回 

第 ８ 回 

第 ９ 回 

第 １ ０ 回 

第 １ １ 回 

第 １ ２ 回 

第 １ ３ 回 

第 １ ４ 回 

第 １ ５ 回 

病理病態論 体液の異常 バイタルサイン 

病理病態論 血行障害 炎症と修復 

病理病態論 免疫および免疫疾患 

病理病態論 感染 変性・壊死・萎縮・老化 

病理病態論 腫瘍と過形成 

病理病態論 先天異常 

病理病態論 代謝異常              ― 前半テスト―  

病態症候論 ショック、意識障害、発熱、浮腫、倦怠感、皮膚掻痒、貧血 

病態症候論 出血傾向、リンパ節腫脹、レイノー症状、頭痛、痙攣、めまい 

病態症候論 運動麻痺、運動失調、歩行障害、腰痛、関節症状、胸痛、不整脈 

病態症候論 チアノーゼ、咳嗽・喀痰、呼吸困難、腹痛、肥満、やせ、 

病態症候論 食欲不振、嚥下障害、悪心・嘔吐、吐血・下血、便秘、下痢、 

病態症候論 腹部膨満、腹水、黄疸、脱水、排尿異常、尿量異常、尿所見異常 

病態症候論 視力障害、難聴、耳鳴、嗄声、しびれ ― 後半テスト―  

まとめ 

成績評価の方法 最終週にテストを行い評価する。 

テ キ ス ト ナーシング・グラフィカ３ 疾患の成り立ち 臨床病理・病態学 メディカ出版 

参 考 図 書 
コアテキスト ２；疾患の成り立ちと回復の促進 １総論 医学書院 

系統看護学講座 専門基礎 4；病理学 医学書院 

履修上の留意点  


